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No Body 1
ロンドンエッセイ　33  小野 あずさ

　先月、ロンドンのダンスシアターとし
て有名な、サドラーズウェルズ劇場で、
照明に関わっている人は皆ワクワクす
るような、No Bodyというプロジェク
ト公演（作品）を観てきました。出演者
なしの、照明、音響、劇場システムだ
けで演出するという、新しい試みの2
作品のご紹介です。

　1作品目は、この劇場のアソシエー
トアーティストの1人である、照明家マ
イケル・ハルズ氏のメインステージで
の作品です。劇場に入るところからが
作品で、人数制限された観客は、パー
カンで意味ありげにランダムに照らさ
れた無人の客席を通り過ぎ、セーフ
ティーカーテンの閉まったステージへ
と誘導されます。ステージに入ると、
海底を想像させる薄暗くて青い、だ
だっ広いスペースがあり、小惑星のよ
うな白熱灯電球の集団があちらこち
らに浮かんでいて、その周りを自由に
動き回れます。そこから静かに音楽
が始まり、それぞれのスピードでほん
のり、明るくなったり、消えたり、音
楽と照明のダンスが始まります。音楽
が徐々に盛り上がってくると、電球の
小惑星は形を変えながら、暗闇の空
へと姿を消して、夢のような幻想的な
シーンは終わります。

　そんな余韻に浸っていた直後、今度
は空の彼方から何百もの光の点（パー
カン ベリーナロー）が、ゆっくり近づ
いてくるのが見えます。観客はみん
な、天井を見上げている状態で、寝っ
転がっている人もいれば、立って見上
げている人もいます。その壮大な光の

点が近づいてくるのか、自分が近づい
て行っているのかわからないような、
重力の錯覚みたいなものを覚えまし
た。その次の瞬間、ワープでもするか
のように、何百もの光の点が、一気に
光を増して、頭のすぐ上まですごい勢
いで落ちてきたのです。「きゃー！！」っ
という悲鳴が一瞬聞こえましたが、こ
の勢いのまま第2幕スタートという感
じで、頭上に並ぶ数百のパーカンの
ライブショーが始まりました。滝のよ
うに荒々しく、でもリズミカルに流れ
るパーカンのチェースから、熱気が直
接、体に伝わってくるのを感じました。
パーカンならではのパンチと熱。観客
をはじめ、照明に関わってきた自分自
身も、ここまで照明を体で感じられる
という体験は初めてだったので、圧倒
されました。

　第3幕目はプロジェクター１台の
みから出る、照明の空間イラストレー
ション。これは白黒の線や幾何学的
形が、空間を駆け巡る、空間を切り抜
く感じで、レーザーショーにも似てい
るけど、けばけばしていなく、シンプ
ルでスタイリッシュな演出でした。マ
イケル氏は、プロジェクターの明かり
を照明として使うことがよくあるそう
で、このプロジェクトでもビデオデザイ
ナーのヤン・アーバノウスキーさんと
コラボレーションしていらっしゃいま
した。

　会場に入る前に配られたプログラ
ムの中で、マイケル氏はこのように話
しておられます。「このプロジェクト
に参加した3つの理由。1つ目は、普

段、暗闇の客席に座って、受け身な状
態で観劇する観客に、実際にステー
ジに上がってもらい、照明も含め、パ
フォーマンスすべての要素を間近で
体験してほしいということ。彼らに照
明のシャワーを浴びせ、照明を肌で
感じ、ダンサーの気分を味わってもら
い、公演の中心になってもらう。当た
り前のことのようだけど、実際それを
体験できる機会はほとんどない。2つ
目は、エネルギーを可視にする、小さ
く輝く1本の細いワイヤーをもった、
ささやかなタングステン電球への敬意
を示すようなものを作りたかった。3
つ目は、気づいていても、いなくても、
照明は、我々に感情的、また物理的
に影響を及ぼし、気分や感じ方を変
えさせる、向精神薬的な役割をもって
いる。照明そのものが、シアターを作
るうえでの基本的な素材をもち合わ
せているため、照明だけでドラマチッ
クなものを作り上げることができる。
照明が舞台の大事な一部として使わ
れてきた、この数十年かの間に、どん
どん照明が認められ、独自に発達して
いった。この頃から舞台照明に関わっ
ていた私にとって、このようなプロジェ
クトのお話をいただいたとき、逃すに
は面白すぎるプロジェクトだと思った
のです。」

　劇場側がこのようなプロジェクトを
照明家にオファーしてきたというので
すから、驚きですね。照明が、いかに
認知され、可能性を秘めているかと
いう期待が見受けられます。次の回で
は、2作品目のルーシー・キャーター
氏の作品をご紹介します。
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